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沖縄本島産アブラムシ類に関する調査（第一報）

伊波興清
（琉球植物防疫所）

2．場所沖縄本島南部（玉城村当山，琉球農試のほ場

周辺，政府庁舎広場，其他）

沖縄本島中部（コザ農試，其他）

沖縄本島北部（今帰仁村呉我山，湧川，名ゴ

農試，其他）

沖縄におけるアブラムシにはサトウキビを害するカン

シヤワタアブラムシ，アブラナ科そ菜類を害するニセダ

イコンアブラムシや，タバコのアブラムシなど重要害虫

として知られているものが少なくない．それに気候に恵

まれて年中発生し，特に春，秋にはしばしば異常発生し

て農作物に甚大な被害を与えることはよく知られてい

る．筆者は農林局農業改良課勤務当時（L966年１０月以

前）に，市町村または農業改良普及所からの要請で一般

病害虫の発生調査並びに防除協議会などに出席する機会

が度々あったが，その折に沖縄本島の南・中・北部でア

ブラムシの発生状況などをも調査観察することができ，

その後も調査を続けて若干の成績を得たので，まとめて

第ユ報として報告することにした．もとより短期間の調

査であり，調査場所も一定せず，また調査の方法につい

てもさらに検討を要する点もあると思われるので，今後

の調査で改めるなりまたは追加補足していく予定であ

る．本報を発表するにあたってアブラムシ類の同定につ

いては皇学館大学の宗林正人博士，元大阪府立大学農業

短期部の故高橋良一博士からいろいろ御教示をいたｒい

た．またアブラムシの寄主植物名については，農林局農

政部長の天野鉄夫氏，文化財保護委員会事務局の多和田

真淳氏から御教示いだⅣいた．アブラムシの撮影は植物
防疫所の野原，長嶺両氏の手を煩わしだ．記して謝意を

表する．

３．万法

イ．発生状況については各調査地で，草本類に寄生す

る種では10株以上に，樹木では３株以上に発生して

いる場合を調査の対象とし，それに達しない発生の

場合はすべて極少（△）として扱った．なお草本，

樹木ともにそれぞれの合計虫数がユー５０匹を極少

（△)，５ｴｰｴ００匹を少(＋)，ユ01～300匹を中（什)，

301～1000匹を多（Hf)，ユ000匹以上を激（冊）とし

て処理し，寄主植物の被害度は考慮しなかった．

ロ．寄主植物の調査，寄主の転換，食性の一端として

寄主植物におけるアブラムシの寄生ヵ所，および天

敵などの調査は，その都度観察した状況を記録し

た．

調査成績

1．アブラムシの種類と発生状況

採集したアブラムシの種類とその月別発生状況は次表

のとおりであった．

調査方法

ｴ・時期ユ966年１月～ﾕ２月

アブラムシの種類と月別の発生状況
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注ｴ．発生状況図は正確な意味での発生消長図というべきものではなく，発見の記録というていどを表わす．

２．１月は発見されたアブラムシの種類が少ないが，それは未発生であったことより，むしろ筆者の採集の不
馴れが原因していたことを後で気づいたので再検討が必要である．

３．ｓ：南部，Ｃ：中部，Ｎ：北部を示す．
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２．採集したアブラムシの寄主植物

エゴノネコアシ

エゴノキ（1966年３月25日，呉我山)．

Ｃｅγα/ouac""αｓｐ・

ホウライチク（16966年２月12日，玉城村当山)．

Ｏγeg”αノα"jgeγαZehntnerカンシャヮタアブラムシ

サトウキピ（]5966年２月、日，玉城村当山)．

ＴγjcA0eg沈仙α伽uｲclyllJjaeTakahashiタケノヒメツ

ノァプラムシ

ダイサンチク（1966年２月9日，玉城村当山)．

Ｏγeg”αh0s〃"e"sjsTakahashiコウシュンタケヮタ

アプラムシ（新称）

ホウライチク（]d965年１月22日，玉城村当山)．
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山)．
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リンドレイクサギ（L966年４月26日，琉球農試)，

クサギロ966年６月ｴ５日，伊是名村)．

ＡＰｈｊｓｊｃｈｊｇｏｃｏ/αShinjiイチゴノミドリアブラムシ

（新称）

ホウロクイチゴ（ﾕ966年６月ﾕ3日，呉我山)，ナワ

シロイチゴ（1966年５月23日，コザ農試)，リュウ

キュウイチゴ（L96S年]J０月ﾕ9日，呉我山)．

ＡＰ"jsgosSyPノノGloverワタァブラムシ

ブヅソウゲＱ966年ユ月ﾕ2日，那覇市与儀)，ガー

ベラ（ユ月、日，政府庁舎広場)，サトイモ（２月

９日，玉城村当山)，オオハマポウ（２月9日，玉

城村当山)，アレチノギク（２月９日同上)，ナス

（２月ﾕ4日，名護農試)，ソラマメ（２月ﾕ9日，首

里）マサキ（２月21日，那覇市与儀)，ヤコウカ

（同上)，キク（２月23日，今帰仁村仲宗根)，ゲヅ

キツ（２月25日，屋我地村済井出)，フジ（２月２７

日，羽地村稲峯)，バンジロウ（同上)，トウガラシ

（３月５日，久高島)，タイワンレンギョウ（３月

ユ5日，崎本部)，キュウリ（同上)，オニタピラコ

（３月ﾕﾌ日，玉城村当山ルテヅポウユリ（同上)，

アコウ（３月23日，名護農試)，ムクゲ（３月２７

日，具志頭)，プクリュウサイ（４月四日，呉我

山)，ニホンカポチャ（４月15日，玉城村当山)，ヤ

ンバルナスピ（同上)，ケイヌピワ（同上)，ハマク

ワガタ（同上)，クマツヅラ（４月明日，同上)，シ

マギンレイソウ（同上)，オランダハッカ（４月]８

日，コザ農試)，ホソバシャリンパイ（４月30日，

政府庁舎広場)，スイカ（今帰仁村トキジン)，イヌ

ホウズキ（６月20日，玉城村当山)，センダングサ

（７月４日，南恩納)，ヘチマ（７月ﾕ4日，久米島

具志川村)，リュウキュウボタンズル（同上)，ベニ

バナホロギク（８月26日，呉我山)，シシトウガラ

シ（９月2ﾕ日，東村平良)，フクリンアカリハ（１０

月10日，那覇市与儀)，リュウキュウヨモギ（］０月

２９日，首里)．

ＡＰ/zjs〃γosazuajTakahashiクロサヮァプラムシ

ヨモギ（ﾕ966年４月ﾕ3日，呉我山)．
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エピスグサ（]j966年８月Ⅲ日，玉城村当山)．

ＡＰ"ｉｓ〃crjjBoyerキヮタアブラムシ

トウワタ（66年３月15日，崎本部)，キョウチクト

ウ（４月]､6日，政府庁舎広場)．

ＡＰﾉｂｊｓｓ，iγczecolaPatchユキヤナギノアブラムシ

カンコノキ（66年２月9日，玉城村当山)，サンゴ

ジュ（２月22日，中城公園ルトベラ（３月、日，

繁多川)，イカダカズラ（３月ｴﾌ日，玉城村当山)，

コモジュ（２月22日，中城公園)，フカノキ（３月

２５日，呉我山)，ホソバシヤリンパイ（４月30日，

政府庁舎広場)，センダングサ（５月23日，コザ農

試)，シソ（５月24日，今帰仁村湧川)，ウスベニニ

ガナ（６月ﾕ5日，伊是名村)，ビワ（６月22日，コ

ザ農試)，チシヤノキ（７月７日，玉城村当山)，ソ

メモノカズラ（９月ｴ6日，玉城村当山)，スモモ)，

（］､月ﾕ9日，今帰仁村湧川)，リュウキュウボタン

ズル（11月ﾕﾌ日，コザ農試)．

Ａｐ"ｊｓｓｐ・

リュウキュウクロウメモドキ（ﾕ966年３月25日，呉

我山)．

Aphissp・

オオムラサキシキプＱ966年９月16日,玉城村当山)．

ＡＣＧＣ"ｃｚｓｐ、

ハマイヌピワ（ﾕ956年４月30日，政府庁舎広場)．

ＢｒａｃﾉiysW20"ｊｅｌ/αｇγα〃"jsTakahashiアシガキノァ

ブラムシ

タイワンアシカキ（1966年４月17日，首里)．

ＢγαcﾉiycaMCsMjcjDぴsjKaltenbachスモモォマルァ
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カラスギパサンキライ（]９６５年４月15日，玉城村当

山)．

Ｍセノα"αP"ｊｓ６ａ加加saeFullawayタケノアブラムシ

ホテイチク（1956年２月L4日，与那覇岳)，リュウ

キュウチク（、月ﾕ9日，呉我山)．

M6yz"ｓ６ｏｅ伽eγiaeTakahashiカラムシコプァプラム

シ

カラムシ（]６９５６年ユ目20日，玉城村当山)．

Mbgo"ｓｃｚｃｊＭｃａＪａＳａｎｄｏｅｓＧｏｏｔクスノアブラムシ

クスノキQg6S年３月25日，呉我山)，ホソバタブ

（同上)．

MzcγosjP加加/Ｍｏｍsα""柳Takahashiチシャノヒゲ

ナガアプラムシ

タイワンニガナ（1.956年１月ｎ日，琉球農試)，ハ

ルノノゲシ（同上)，オニタピラコ（３月l5日，本

部町渡久地)，タマチシャ（３月Ⅳ日，玉城村当

山)，ヂシパリ（３月20日，同上)，リュウゼツサイ

（４月６日羽地村源河)．

Miyz"ｓｐｃγsjcaeSulzerモモアカアブラムシ

パパイヤＱ955年２月９日，玉城村当山)，クコ

（１月31.日，琉球農試)，ナズナ（２月ﾕ0日，豊見

城村田頭)，モモ（２月23日，呉我山)，シシトウガ

ラシ（２月23日，糸満町高峯)，シイクワシヤー

（３月ｕ日，繁多川)，ナス（３月23日，名護豊試)，

ヨウサイ（４月20日石川)，ダイコン（５月１５日那

覇市国場ルアゼガヤツリ（５月24日，呉我山)，タ

バコ（６月５日，伊是名村)，ハマナレン（８月l７

日，玉城村当山)．

MzcγＯｓｊｐ〃岬γαｓａｅｊｂαγαcMatsumuraパラノヒゲナ

ガァプラムシ

パラ（1956年ユ目22日，名護町)．

ＭﾌﾉﾉﾉﾉγｊｃﾉiosjP加加ｙα腕αb伽aeSuenagaヤマピヮノケ

プカァプラムシ

ピワ（ｴ956年５月20日，石川)．

MzcγosjP〃0"ｊｅ"ａｓα"６０γ"iGilletteキクヒメヒゲナガ

ァプラムシ

キク（1936年７月４日，南恩納)．

MzcγosjP〃0"ｊｅ"αｙｏ腕09肋ﾉﾉａｅＳｈｉｎｊｉアオヒメヒゲ

ナガアブラムシ

ヨモギ（1956年５月24日，呉我山)．

MzcγosjpM"ｓｐ・

キツネノポタン（1956年４月L８日，那覇市国場)．

jVbOPM/α，"jsPodbcαγPjTakahashiマキコフキアブラ

プラムシ

ベニホロギクＱ９５６年２月23日，今帰仁村玉城)，

ヌマダイコン（同上)，ムラサキカヅコアザミ（４

月26日，琉球農試)．

BγzzcﾉZyco！zcsheγαc化jTakahashiハナウドアプラムシ

ヤプジラミ（ﾕ966年３月17日，玉城村当山)，ニン

ジン(４月ﾕ0日，宜野湾市大山ルウイキョウ（５月

ユ６日，那覇市国場ルミツパセリ（６月８日，呉我

山ルセルリー（３月20日，那覇市国場)．

Ｃａ､αγｊｅ"ααγαﾉﾉaeTakahashiタラプタヲアプラムシ

タラノキ（1.966年３月25日，呉我山)．

day，ﾉCs幼加加ｇα"αγ"”Kaltenbachヨモギクダナシ

ァプラムシ

ヨモギ（L966年５月６日，琉大正門前)．

α"αγαＰｉ"i/MOzasα"αTakahashiタイヮンマツオオ

ァプラムシ

リュウキュウマツ（1956年５月14日，政府庁舎広

場)．

α"αγａｓP・

リュウキュウマツ（５月14日同上)．

Ｃｉ"αγｃｚｓｐ・

コノテガシワＱ956年５月２日，那覇警察署前)．

ＥＭｚｃ伽､Ｃｓノノz""beγgjWilsonマツホソアプラムシ

リュウキュウマツ（ﾕ965年５月14日，政府庁舎広

場)．

GγCe"ｊｄｂａ万CiCo/αTakahashiガジュマルケクダアプ

ラムシ（新称）

ガジュマル（1956年５月3ﾕ日，政府庁舎広場)，ア

コウノキ（６月、日，今帰仁村湧川)．

Ｈｙα〃Pjeγ"ｓα”αＭ"jsFabriciusヨシフトオアプラ

ムシ

ダンチク（1966年ﾕ０月19日，名護農試)．

Ｉ"ぬれego"γαｓｐ・

ゴンズイＱ966年３月25日，呉我山)．

ＬｊＰａＰｈｊｓＰｓｅ"`０６γαssjcczeDavisニセダイコンァプラ

ムシ

ダイコン（ﾕ965年５月16日，那覇市国場)，カラシ

ナ（ユ月31日，琉球農試)，タマナ（10月15日，コ

ザ農試)．

Lo"gj"，qﾉﾉｲﾉssacchαγjZehntnerﾋｴﾉｱﾌﾟﾗﾑｼ

ススキ（1965年９月６日，呉我山)．

MzcγosjP〃”αＤＣ"αeFabriciusムギノヒゲナガアブ

ラムシ
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ムシ

イヌマキ（1966年８月17日，玉城村当山)．

ＰＣ"/αル"jα〃jgso"cγsosczCoquillettパナナノアプラム

シ

パナナ（ｴ936年ユ月21日，今帰仁村湧lll)，ゲット

ウ（４月１８日，コザ農試)，ミヨウガ（６月８日，

呉我山)，サトイモ（10月29日，首里)，

〃γａｔγ/chosip〃”ｓｐ・

リュウキュウテイカカズラ（ﾕ956年６月、日，呉我

山)．

lMoPuzJ0sjpM加加ａｊｍｊｓＦｉｔｃｈキピクピレアプラムシ

シマヨシ（1935年３月28日，具志頭)，ジュズダマ

（４月15日，玉城村当山)，シマスズメノヒエ（同

上)，エノコログサ（４月19日，コザ農試)，ナルコ

ピエ（５月24日，呉我山)，ザラツキエノコログサ

（５月24日，名護農試)，メヒシバ（６月８日，呉

我山)，トウモロコシ（]０月10日，コザ農試)．

jMOPzz/osjph1"〃γ"万αＭ０噸"αﾉﾉsSasakiオカポノア

カァブラムシ

パインアヅプル（1955年４月27日，名護町為又)．

Sﾉｾ伽P/ｚｊｓｃａＪｊｓＤａｓエノキアプラムシ

クワノハエノキ（1956年４月明日，玉城村当山)．

Tzzhecaﾉﾉﾌﾞｓα"γα"`i"αγｉａＥｓｓｉｇタケノヒゲマダラアプ

ラムシ

ホテイチク（1956年３月23日，名護農試)．

TojrOP/eγαα"γα"ﾉﾉﾉBoyerコミカンノアプラムシ

ガジュマル（1936年ユ月3旧，首里)，ヒメツパキ

（２月14日，与那覇岳)，モヅコク（２月27日，名

護町)，イタピカズラ（３月n日，玉城村当山)，サ

ルカケミカン（同上)，ヤマモモ（４月13日，呉我

山)，ツパキ（７月23日，具志頭)，ナカハラクロキ

（７月、日，久米島具志川村)，オキナワサザンカ

（同上)，リュウキュウテイカカズラ（９月６日，

呉我山)，モクタチパナＱ0月１８日，玉城村当山)，

ゲヅキツ（同上)，イスノキ００月19日日，今帰仁

村湧川)．

Ｔｊ"ocaﾉﾉｉｓルａｈａｚ(ﾉα！"CAFα〃"jKirkaldyサルスベリヒ

ゲマダラアプラムシ

サルスペリＱ966年３月ｕ日，那覇市与儀)．

To苑ＯＰ/”ａ０ｄｊ"αｅｖａｎｄｅｒＧｏｏｔハゼァブラムシ

アカギ（]966年ユ目26日，那覇市壺屋小学校)，タ

イワンモミジ（ユ月25日，首里)，ハゼ（４月ｎ日，

呉我山)，アラリヤ（８月30日，首里)，トベラ（９

月ﾕﾌ日，コザ農試)，タラノキ（ﾕ0月、日，コザ農

試）サンゴジュ（１０月四日，玉城村当山)．

Ｔｚｲbeγｏｍｃﾉﾉ""ｓｓｃｚ/'9"ＷｓＧｍｅｌｉｎヤナギオオアブラ
ムシ

ヤナギ（ﾕ９５ｓ年３月19日，政府庁舎広場)．

Sfajjcobjzｲ”ｓｐ・

イソマツ（、65年６月に与那国の海岸で満潮時に潮

のかかるような地点で採集したものを参考までに記

した．

3．寄主の転換について

アブラムシ類の年間の発生状況をみろと，草本類に寄

生するものでは寄主植物が老化すると近隣の新しい同種

の植物に移動すると考えられるものと，チシャノヒゲナ

ガアブラムシ（第ユ図）にみられるように明らかに同科

の植物に移動するものとがあり，前者に該当する種類が

かなり多い．

また樹木に寄生する種類では一株内の枝間の移動と，

株間または樹木間の移動があり，前者は一部の枝に発生

したアブラムシが10～20日位で次々と発生部位を変えて

移動することが調査中ふつうに観察された．後者につい

ては充分なる観察結果を得ていないが次の理由で可能性

が考えられる．すなわち枝間の移動を２～３カ月間繰返

したアブラムシがたまたまその株で発生がみられなくな

り，それまで発生のなかった周辺の樹木では発見される

こと，また第２図に示したように同種のアブラムシが常

に他の樹木では各態の発生や産子の状態が観察されてい

ることなどから寄主の転換をしたものと考えられろ．

次に寄主植物が－種しかわかっていないもの，例えばヨ

モギに寄生するヨモギクダナシアブラ，バラに寄生する

パラノヒゲナガアプラ，リュウキュウマツのマツホソア

プラなどは次々と新しい株，または新芽を求めて移動す

るものと考えられる．しかしサルスベリに寄生するサル

スベリノヒゲマダラアプラムシのように寄主がユ種で，

しかも冬期に落葉するものでは寄主の転換は考えられ

ず，冬期の落葉前に何らかの型で越冬体制にはいってい

くものと思われる．ただその場合３月上，中旬の萠芽と

共にサルスベリの新芽で何時しか子虫や有し成虫が発見

されるようになるがその冬期における生態については観

察しておらず不明である．

チシャノヒゲナガアプラムシは第ユ表のように，６種

のキク科植物に寄生することを観察した．その主なもの

はハルノノゲシ，アキノノゲシおよびオニタピラコで，
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リュウゼツサイ，タイヮンニガナでの寄生はごくわずか生株が多くなる．ｕ月からｎ月にかけては１月から４月

であった．月別の発生状況を寄主別にみると１月から４までの場合と同様に再びハルノノゲシにおける発生が多

月まではハルノノゲシを主体にオニタピラコ，ヂシパ くなり，アキノノゲシやオニタピラコでは減少する．即

リ，タイワンニガナの順になっている．また５月からち温暖時にはハルノノゲシに好んで寄生するが気温の上

ﾕ､月まではハルノノゲシでの寄生が急激に減少し，ア 昇するにしたがいアキノノゲシに転換し，涼しくなると

キノノゲシにおける寄生が逆に増加する．その間オーダ再びハルノノゲシを主体に寄生をくり返すもののようで

ピラコ，リュウゼツサイにも発生するがむしろ５月からある．なおその間毎月絶えず無し胎生雌虫による産子の

]p月までは，ハルノノゲシよりオニタピラコにおける発状態が観察された．

第１表チシャノヒゲナガアプラムシの寄主別発生個体数割合 一到「田艸函１１１
’一

一一

]０ ｕ二§二王詞置物－－旦一iiLlﾕ目’２１３１４１５１６１７’８１９
ハルノノゲシ
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第１図チシヤノヒゲナガアプラムシの発生図

0



沖縄農業第６巻第１号（１９６７）4０

ワタアブラムシ
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第２図毎月アブラムシの発生がみられる寄劃直物の種類数
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(4)寄主が異なると寄生部位がちがう§の

モモアカアプラムシはアブラナ科，ナス科その他で

はふつう新芽の部分に寄生するが，アゼガヤツリでは

＿葉柄のみに寄生し，タバコでは特に花蕾に集中する．

ユキヤナギノアブラムシは，ウコギ科，バラ科などで

は葉の部分にいるが，センダングサ，シソでは花蕾

に，ソメモノカズラ，リュウキュウポタンズルでは主

に蔓部に寄生する．またキワタアブラムシは低位置の

新芽に初発生をみるが，蕾の形成時になると漸次花蕾

に移動し，落花後は再び元の低位置の新芽に移動する

もののようである．．

(5)ユ寄主に２種のアブラムシが寄生する６の

ハルノノゲシにはチシャノヒゲナガアプラムシとチ

シャノミドリアブラムシが別々の時期または寄主に

寄生するのがふつうであるが，たまに同一の寄主に混

生することがみうけられろ．この場合チシャノヒゲナ

ガアプラムシが優勢である．ハゼノァプラムシは夏，

冬期はアカギを主体にハゼノキなどに寄生するが，９

月以降にはトベラ，サンゴジュにも発生してくる．ト

ベラやサンゴジュではユキヤナギノアブラムシがふつ

うにみられるがその時期になると前種といれかわるの

が興味深い．タマナ，ダイコンではモモアカアブラム

シとニセダイコンアブラムシが同時に発生するが常に

ニセダイコンアブラムシの個体数がはるかに多く，ま

たタバコではモモアカアブラムシとワタアブラムシの

発生が同時にみられるが，モモアカアブラムシが個体

数の98パーセントも占めている．ガジュマルに発生す

るコミカンアブラムシとガジュマルノケクダァプラム

シが同時にみられるが，後者はよほど気をつけないと

わからない程に常に少発生であった．北部におけるコ

ミカンアブラムシは，７月まではヒメツパキなどn種

の寄主に発生するが８月にはいると，リュウキュウテ

イカカズラにも発生がみられろ．その頃からもともと

リュウキュウテイカカズラを寄主とする種と思われ

るＨzγαｵγjc〃osjp〃”ｓｐは急激に減少する．半面

コミカンアブラムシが当該寄主で多発するのもおもし

ろい現象である．

４．寄主植物におけるアブラムシの寄生

部位について

(1)主として葉部に寄生すろもの

タケノヒメツノアブラムシ，バナナアブラムシ，

MzcγCs幼〃”sp.,モモｱｶｱﾌﾟﾗﾑｼ,ワタアブ

ラムシ，エノキアブラムシ，チシャノヒゲナガアプラム

シ，チシャノミドリアブラムシ，ハナウドアプラムシ，

ハゼノアプラムシ，マキコフキアブラムシ，コミカンア

ブラムシ，ミカンノクロアブラムシ，サルスベリノヒゲ

マダラアブラムシ，アシガキノアブラムシ，キピクピレ

アブラムシ，ユキヤナギノアブラムシ，タラフタオアブ

ラムシ，Ｉ"伽獅egD"γαｓｐ.，Aiceo"ｄｚｓｐ.，ヨモギクダ

ナシアブラムシ，タケノアプラムシ，ガジュマルノケク

ダアプラムシ，イチゴノミドリアブラムシ，クロサワア

ブラムシ，マッホソアブラムシ，Ｃｊ"αγｃｚｓｐ.，ニセダ

イコンアブラムシ，アオヒメヒゲナガアプラムシ，ヨシ

フトオアブラムシ，キクノヒメヒゲナガアプラムシ，カ

ンシャヮタアブラムシ，エゴノネコァシ，ピヮノケプカ

アブラムシ，タケノヒゲマダラアブラムシ，コウシュン

タケヮタアブラムシ，カラムシコプアブラムシなど．

(2)小枝または蔓に寄生する§の

タイワンマッオオアブラムシ，α"αγａｓP．（寄主，

コノテガシワ），ｃｃγαf0Uac""αｓｐ．（寄主，ホウライ

チク），ヤナギノオオアブラムシ，〃Ｍγic〃osjph"”

ｓｐ．（寄主，リュウキュウテイカカズラ），ヘクソカズ

ラヒゲナガアブラムシ，ムギノヒゲナガアブラムシな

ど．

(3)主に花蕾に寄生する§の

オカポノアカアブラムシ，スモモオマルアブラムシな

どがあり，ワタアブラムシはガーベラ，キク，ヘチ

マ，プヅソウゲでは特に花蕾に多くあつまり，またチ

シャノヒゲナガアブラムシはハルノノゲシ，アキノノ

ゲシでは花蕾に多く，ハナウドノアブラムシはヤプジ

ラミで，キピクピレアブラムシはトウモロコシ，ジュ

ズダマで，ニセダイコンアブラムシもダイコンの花蕾

期にはそれぞれそこへ多く集中する．
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5．天敵の発生記録（1966年１～12月）

所｜アブラムシの種名｜アブラムシの寄主植物 敵月日 天

政府庁舎広

玉城村当

呉我

ホソヒラタアプの幼虫による捕食がわずかにみ
られた．

ﾕ００パーセント寄生蜂ｶﾐ羽化脱出したのがみら
れた．

99パーセント寄生蜂

ﾕ月ﾕ3日

３月ｴ5日

ラの花

カズラ

ガーベ湯|ワタァプラム シ

山'． イタピミカンアブラムシ

３月25日 山|タラフタヲア シ|タラノプラム キ

Ａ，〃ｉｓｓｐ． キュウクロウメ 80パーセント寄生蜂

50パーセント寄生蜂

リュウ
モドキ

ゲヅキ

〃 〃

具志３月27日 ミカンアブラムシ ツ態11コ

ナナホシテントウ，ダンダラテントウの成幼虫
による捕食が多かった．

アブの一種（幼虫）による捕食がわずかにみら
れた．

寄生蜂多い、

ヤブジハナウドアプ ラムシ〃〃 フミ

４月６日 名護町許

呉我 髄≦す
ラ|ハルノノゲシリァプ

４月珀日 キュウクロウメリュウ
モドキ

ニホン４月ﾕ5日 玉城村当 山|ワタァブラム クサカゲロウの一種（幼虫）の捕食が多いカボチャシ

ホソヒラタアプ（幼虫）による捕食が多くみら
れた．

一部の寄主では寄生蜂の脱出したものが多くみ
られた．

オオテントウ（成・幼)，テントウムシ（成）
による捕食が活発であった．

98パーセント寄生蜂の羽化

ゲヅキミカンアブラムシ ツ〃 〃 ．

ハゼノキハゼノアブラ ムシ〃 〃

ラ|ダイサ ンチク

試に二：
ノアブ〃 〃

４月]８日 コザ農 シ|タラノ キプラム

ﾀﾞﾝﾀﾞﾗﾃﾝﾄｳの成幼虫’ハナウドァプ ヤブジ ラミ ナナホシテントウ，ダンダラテントウの成幼虫
による捕食が活発

クサカゲロウの幼虫による捕食がわずかに認め
られた．

ダンダラテントウの成虫による捕食が多い．

ラムシ〃 〃

那覇市与

那覇市国

４月27日

:鷲
ゲマダラ|サルスベリ

５月ｴ6日 シ|トウモプラム ロコシ

ナナホシテントウの成虫が多い．

山'二二二
ムlダイコアプラ ン〃 〃

５月ｎ日 玉城村当 テントウムシの幼虫による捕食がわずかにあっ
た．

トウワ 夕ムシ

Ａｐｈｉｓｓｐ． ﾕ００パーセントの寄生蜂の羽化のあとが認めら
れた．

リュウ
モドキ

キュウクロウメ〃〃

呉我 テントウムシの成虫による捕食が多い．５月24日 山|ﾆﾓﾓｵﾏﾉ
ロギクアブラ ム|ペニホ

那覇市与 テントウムシの幼虫による捕食がわずかに認め
られた．

５月29日 儀|サルスベリノヒ ゲマダ|サル くり

ラァプラムシ
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月日’所｜アブラムシの種名｜アブラムシの寄主植物 敵天

政府庁舎広場

糸満町マプニ

玉城村当山

政府庁舎広場

６月６日 オオフタホシヒメテントウの成虫，クサカゲロ
ウの幼虫が周辺を這いまわっていた．

ダンダラテントウの成虫による捕食がわずかIｚ
認められた．

リュウキュウマツタイワンマッオオァブ
ラムシ

６月ﾕ0日

６月20日

６月25日

〃 〃

コクロヒメテントウの成虫による捕食がわず７６
に認められた．

カゲロウの幼虫による捕食がわずかにあった．

クヮノハエノキエノキアブラムシ

AiccO"ｃｚｓｐ． ハマイヌピヮ

ユキヤナギノァブラム
シ

ヨシフトオァブラムシ

同上

ダンダラテントウの成虫による捕食が活発．

ホソバシャリンパイ〃 〃

６月29日

７月４日

７月７日

７月22日

琉球農試

南恩納

玉城村当山

ダンチク

キクノヒメヒゲナガア
プラムシ

ユキヤナギノアプラム
シ

キワタァブラムシ

同上キク

サンゴジュ 同上

トウワタ 同上〃

７月25日 コザ農試

玉城村当山

名護町

コザ農試

ホソヒラタァプの幼虫による捕食がみられた

テントウムシの幼虫による捕食が多い．

イチゴノミドリアブラ
ムシ

サノレスベリノヒゲマダ
ラァプラムシ

キワタァプラムシ

ナワシロイチゴ

８月幻日

８月26日

サルスベリ

キョウチクトウ ダンダラテントウ，オオフタホシヒ〆テント
の成虫が周辺を這いまわっていた．

10月］０日 コクロヒメテントウの成虫による捕食がわず力
に認められた．

ユキヤナギノァブラム
シ

クサギノァブラムシ

ビワ

テントウムシの成虫による捕食がわずかに認Ｂｉ
られた．

テントウムシの幼虫による捕食が活発．

クサギ〃〃

ワタァプラムシ バンジロウ〃〃

１０月］８日 ダンダラテントウの成虫による捕食が活発．

ホソヒラタアブの幼虫による捕食がわずかに；
められた゜

玉城村当山 ミョウガバナナアブラムシ

n月9日 エピスグサマメノァブラムシ〃

ｃｃγα/o"αc""ｃｚｓｐ． オオテントウの老熟幼虫による捕食が活発で６１
つた．

ホウライチク〃 〃

ウムシの幼虫による捕食がわずかに認ｕ
，アオカナヘピによる捕食が活発であ弓

･セント寄生蜂の羽化があった．

ｕ月ｴ7日 コザ農試 タラフタヲアブラムシ タラノキ テントウムミ

られだ．アブ
た．
、Oパーセンハゼノァプラムシ ハゼノキ〃 〃

Ⅲ芋
名護農試

玉城村当山

同上

クサカゲロウの幼虫による捕食が認められた

ダンチクヨシフトオアブラムシ

イタピカズラコミカンアブラムシ

ナナホシテントウの成虫による捕食がわずか
あった．

カラムシカラムシノコブアブラ
ムシ

〃
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敵日’所｜アブラムシの種名｜アブラムシの寄生植物 天月

ダンダラテントウ，ナナホシテントウによる捕
食が活発であった．

:１００パーセント寄生蜂の羽化があった．

ムラサキカッコアザミｎ月２ 玉城村当山 スモモオマルァプラム
シ

コミカンアプラムシ

6日

ゲヅキツ〃〃

ダニの一種の寄生がわずかに認められた．ガジュマルノケクダァ
プラムシ

スモモオマルァプラム
シ

アコウ〃 〃

琉大附近 ムラサキカヅコアザミ ヒメカメノコテントウ，コクロヒメテントウの
成，幼虫による捕食が多い．

12月２9日

察する機会がなかった．ある種のアブラムシでは卵に

よる越冬の可能性も考えられる．

3．寄主における寄生部位については，判然と区別でき

るもの，例えばヤナギノオオアブラムシ，タイワンマ

ッオオァプラムシ，α"eγａｓP．などのように小枝の

表面にのみ寄生する種と，キョウチクトウに寄生する

キワタアプラムシのように時期によって寄生する部分

の異なるもの，また同一の寄主においても時期によっ

て異なった種がいれかわるものなど興味深い転換が観

察された．

4．天敵についてはテントウムシの数種，クサカゲロ

ウ，ホソヒラタアプ，寄生蜂，寄生菌などによる捕食

または寄生の状態が観察されたが，コザ農試において

タラノキに発生するＩ"dD加仰"γα”．を捕食する

アオカナヘピの活動は敏速で且多量に摂食するものの

ようであった．寄生蜂は発生を確認した55種類のアブ

ラムシのうちごく限られた種類すなわちイタピカズラ

とゲツキツに寄生するコミカンアブラムシ，ハゼノキ

に寄生するハゼアブラムシ，リュウキュウクロウメモ

ドキに寄生するＡ，"ｊｓｓｐ・タラノキに寄生するタラ

フタヲアブラムシについて観察することができた。テ

ントウムシによる抑圧といえば玉城村の当山や其他で

観察したオオテントウムシによるｃｃγcztoDac""αｓｐ・

の捕食活動は特記すべき重要なものであった．

参考文献

].、森津孫四郎］953．日本昆虫図鑑336～356

２．Shiraki，Tokuichil954・Scientificlnvestiga‐

tionsintheRyukyulslands，Catalogueof

lnjuriouslnsectinRyukyulslands28～34,

PacificScienceBoardNationalResearchCo‐

uncilwashington

３．初島住彦らユ958．沖縄植物目録

おわりに

ﾕ．］6966年ユ月からｎ月までに筆者が沖縄本島を主体に

採集または発生を確認した，ワタアプラムシ科，５種

（うちユ種は未同定），アブラムシ科50種（９種は未

同定でそのうちユ種はﾕ965年６月，与那国で採集した

Ｓ/αjjco6j"腕ｓｐ・を含む）についての月別の発生の状

況を記録した．またアブラムシ類の発生消長を左右す

る重要な要因として次の事項が考えられた．すなわち

真の発生消長は年間の気象状況を基礎に調査されるこ

とは当然で，その他天敵との関係も無視することはで

きない．例えばある調査時には多発の状態にあったア

ブラムシが，ユ週間後の観察時にはエ匹も発見されな

くなったことがしばしばあり，それはテントウムシや

クサカゲロウ，寄生蜂あるいは寄生菌などの天敵によ

る抑圧が大きく原因していたこと，また寄主植物の伸

長度合，即ち伸び具合，萌芽の多少と位置なども，発

生消長ときりはなして考えられない要素があるように

思われた．さらに周辺の昆虫との関係，例えば一部の

地域では４月にトベラに発生するユキヤナギノアブラ

ムシと，キジラミの一種との間に縄ばりの現象とみら

れる状態が観察されており，他の昆虫との関係も無視

できないものがある．また人的障害，すなわち圃場周

辺の清掃による一部アブラムシの生息の撹乱，あるい

はユ樹木における剪定作業なども充分考慮すべき事項

であると考えろ．

２．寄主の転換については，時期的に明らかに寄主の転

換が観察されたのはチシャノヒゲナガアプラムシのユ

件であった．ワタアブラムシ，コミカンアブラム

シ，ユキヤナギノアブラムシについても年間を通じて

数種の寄主植物をかえて発生が認められた．また常に

有し虫の発生や無し胎生めす虫による産子の状態が観

察された．しかし卵もしくは産卵の状態については観
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タケノヒメツノアプラ

ムシ

カラムシコブァブラム

シ

ユ

２

キピクピレァプラムシ

チシャノヒゲナガアプ

ラムシ

３
４

SAP〃ｊｓｓ力．（寄主オ

オムラサキシキブ）

６ワタアプラムシ
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フユキヤナギノアブラム

シ

８ヒエノァブラムシ

９コミカンアブラムシ

ユ０コミカンアブラムシ

ユコウシュンタケワタァ

ブラムシ

ユ２マキコフキアブラムシ
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、アオヒメヒゲナガアプ

ラムシ

以同上

１５クサギノアブラムシ

エ６マメノアプラムシ

エノキァプラムシ

ニセダイコンァブラム

シ

Ⅲ
昭
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iC5q5［

ﾕｇバラノヒゲナガアブラ

ムシ

２０キワタアブラムシ

2ユサルスベリノヒゲマダ

ラァブラムシ

２２サルスベリノヒゲマダ

ラァブラムシ

２３Ajceo"ａｓ，.

（寄主ハマイヌピワ）

Ａｸﾙﾉｓｓｐ

２４マツホソアプラムシ

Ｗ
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２５アブラムシ類は常に樹

木の下部あたりの円内

の新芽を求めて発生す

る（Ｌ955年Ｌ２月28日写

す）AiceO"czsp、

２６同上（円内はキワタア

ブラムシの発生する新

芽の部分）

２７コミカンアブラムシが

発生したモクタチバナ

の新芽の部分

２３イチゴノミドリアブラ

ムシが発生したナワシ

ロイチゴの新芽の部分

２９ホウライチクに発生し

たＣｅγαf0Dacz("αｓｐ・

を捕食するオオテント

ウの幼虫

３０ハルノノゲシにおける

チシャノヒゲナガアブ

ラムシ


